
将
来
の
武
豊
町
が
発
展
し
続
け

る
た
め
の
新
た
な
第
６
次
総
合
計
画

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

第
５
次
総
合
計
画
後
期
戦
略

プ
ラ
ン
の
評
価
お
よ
び
成
果

は
、
第
６
次
総
合
計
画
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
た
か
。

企
評
価
と
し
て
、
毎
年
度
策

定
す
る
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
進
捗
状
況
を
、
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る

22
の
「
め
ざ
す
べ
き
ま
ち
の
姿
」
に

関
連
す
る
施
策
や
事
業
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
進
め
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
、
町
民
意

識
調
査
を
始
め
と
す
る
５
つ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
分
野
別
に
目
標

と
し
た
成
果
指
標
の
達
成
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
評
価
の

取
り
ま
と
め
を
し
た
。

第
６
次
総
合
計
画
に
は
、
現
行
計

画
の
評
価
に
て
、
成
果
指
標
が
未
達

成
の
項
目
は
、
そ
の
理
由
や
施
策
の

在
り
方
な
ど
を
精
査
す
る
と
と
も

に
、
達
成
さ
れ
た
項
目
も
、
更
な
る

発
展
を
目
指
し
「
す
べ
て
の
町
民
の

幸
せ
」
に
つ
な
が
る
新
た
な
施
策
方

針
と
し
て
反
映
し
た
。

新
た
な
計
画
に
住
民
意
向
を

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
た
か
。

企
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町

民
意
識
調
査
な
ど
５
つ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
各
分
野
に
関
連

す
る
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
小
学
校
区

単
位
の
地
区
別
懇
談
会
、
一
般
公
募

の
町
民
と
町
職
員
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
会
議
な
ど
を
開
催
し
、
多

く
の
町
民
の
意
見
を
伺
っ
た
。

各
般
に
わ
た
る
意
見
を
総
合
的
に

検
討
し
、
町
の
抱
え
る
課
題
の
整
理

や
施
策
方
針
に
反
映
し
た
。

総
合
計
画
と
S
D
G
s
の
関

連
付
け
は
。

企
S
D
G
s
の
基
本
理
念

は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る

目
標
な
ど
の
方
向
性
と
通
じ
る
た

め
、
S
D
G
s
が
目
指
す
17
の
目
標

を
、
自
治
体
行
政
の
果
た
し
得
る

役
割
と
置
き
換
え
、
武
豊
町
版
の

S
D
G
s
と
し
て
整
理
し
た
。

施
策
方
針
を
、
S
D
G
s
の
目
標

に
あ
て
は
め
た
こ
と
で
、
総
合
計
画

の
推
進
が
S
D
G
s
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

る
。

新
た
に
重
点
施
策
を
設
定
し

た
目
的
は
。

企
総
合
計
画
に
掲
げ
る
各
施

策
が
、
横
断
的
な
視
点
で

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
定

住
」
「
子
ど
も
」
「
元
気
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
重
点
施
策
方
針
を
整
理

し
た
。
こ
れ
を
、
職
員
や
住
民
な
ど

が
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
、
ま
ち
の
将
来
像
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

第
６
次
総
合
計
画
の
目
指
す

武
豊
町
の
将
来
像
は
。

町長
基
本
構
想
に
９
の
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
を
定
め
、ま

ち
の
将
来
像
を「
心
つ
な
ぎ 

み
ん
な

で
つ
く
る 

ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン
」と
掲

げ
た
。

「
心
つ
な
ぎ
」
は
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
互
い
を
認
め
合
い
支
え
合
う

「
人
が
つ
な
が
る
ま
ち
」
、
「
み
ん

な
で
つ
く
る
」
は
、
様
々
な
主
体
が

み
ん
な
主
役
と
な
っ
て
、
と
も
に
つ

く
り
上
げ
る
「
協
働
の
ま
ち
」
、

「
ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン
」
は
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
「
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
」
と

い
う
思
い
を
込
め
た
。

町
民
の
皆
様
と
将
来
像
を
共
有

し
、
様
々
な
「
つ
な
が
り
」
に
よ
っ

て
町
民
の
安

全
・
安
心
を

育
み
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、

幸
せ
に
年
齢

を
積
み
重
ね

ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
る
。
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令
和
３
年
度
か
ら
の
新
た
な

総
合
計
画
は

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
大
岩　
保 

議
員

● SDGs（エス・ディー・ジーズ）とは
2015 年 9 月の国連サミットで採択された国際目標です。その目標は、貧困、エネルギー、経済成長、
雇用、気候変動の問題解決などの 17 ゴールとなっており、「誰一人取り残さない、持続可能で多様
性と包摂性のある社会の実現を基本理念」として掲げています。
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名
鉄
知
多
武
豊
駅
東
地
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
や
、
都
市
計
画
道

路
武
豊
港
線
（
み
ゆ
き
通
り
）
の
拡

幅
事
業
が
着
手
さ
れ
て
お
り
、ま
た
、

本
年
７
月
に
は
武
豊
中
央
公
園
が
一

部
開
園
し
、
す
で
に
多
く
の
町
民
に

利
用
さ
れ
、
武
豊
町
の
新
た
な
名
所

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

籾
山
町
長
の
第
４
期
目
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
駅

西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が
、
よ
り

現
実
的
な
検
討
段
階
に
来
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
・
将
来
像
は

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
た
か
。

企
知
多
武
豊

駅
周
辺
を

取
り
巻
く
様
々
な
課

題
を
整
理
し
、
将
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
描
く
こ
と
で

「
安
全
で
安
心
で
き

る
ま
ち
」
「
楽
し
い

生
活
の
で
き
る
ま

ち
」
に
繋
が
る
施

策
と
し
て
捉
え
て

お
り
、
こ
れ
ま
で

は
、
役
場
関
係
課
の

職
員
に
よ
る
検
討
会

議
で
取
り
ま
と
め
て

き
た
。
会
議
で
は
、

総
合
計
画
な
ど
と
の

整
合
性
を
確
認
し

「
駅
西
エ
リ
ア
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
駅
周
辺
の
道
路
網
」
お
よ
び
「
公

共
施
設
等
の
整
備
」
の
3
点
を
検

討
。「

駅
西
エ
リ
ア
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」

で
は
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
・
公
園
や

広
場
の
整
備
、
公
共
施
設
の
複
合

化
、
民
間
企
業
の
誘
致
、
公
共
駐
車

場
の
整
備
な
ど
検
討
。

「
駅
周
辺
の
道
路
網
」
は
、
役
場

南
の
五
差
路
の
解
消
お
よ
び
役
場
北

交
差
点
か
ら
北
へ
向
か
う
町
道
の
一

方
通
行
の
解
除
な
ど
の
検
討
。

「
公
共
施
設
等
の
整
備
」
に
つ
い

て
は
、
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え
、
ま

た
は
移
転
の
可
能
性
を
、
他
の
施
設

と
の
複
合
化
も
含
め
検
討
し
た
。

第
6
次
総
合
計
画
が
策
定
中
だ
が

第
6
次
総
合
計
画
に
お
け
る
、

駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

位
置
付
け
は
。

企
「
第
6
次
総
合
計
画
」
に

お
い
て
、
土
地
利
用
の
方

針
と
し
て
、
駅
周
辺
は
、
住
民
や
来

訪
者
に
魅
力
あ
る
「
都
市
拠
点
」
と

し
て
、
中
央
公
園
周
辺
は
、
公
園
整

備
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
集
約
を

検
討
し
て
い
く
「
公
共
交
流
拠
点
」

と
し
て
位
置
づ
け
し
て
い
る
。

分
野
別
計
画
で
は
、
都
市
環
境
の

分
野
で
「
鉄
道
駅
と
交
流
拠
点
を
つ

な
ぐ
散
策
路
の
整
備
」
や
「
知
多
武

豊
駅
周
辺
交
通
網
の
再
構
築
や
公
共

機
能
の
移
転
検
討
」
お
よ
び
「
知
多

武
豊
駅
西
側
の
駅
前
広
場
の
整
備
の

検
討
」
を
施
策
方
針
と
し
て
い
る
。

産
業
・
交
流
の
分
野
で
は
「
知
多

武
豊
駅
周
辺
へ
の
店
舗
の
立
地
誘
導

や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
を
掲
げ
、
行

財
政
の
分
野
で
は
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
公

共
施
設
の
管
理
」
を
施
策
方
針
と
し

て
い
る
。
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町
玄
関
口
の

「
駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」は

き
ず
な

　
　
鈴
木　
一也 

議
員

●総合計画とは
武豊町における健康福祉、生活経済、都市基盤、教育等あらゆる分野の計画の基本となる行政運営
の最上位計画で、町が目指すべき将来像、ならびにそれを実現していくための施策方針を定めた計画
です。第６次武豊町総合計画は令和３年度から令和１２年度を計画期間としています。

▲駅西エリア



い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
。
そ

れ
は
、
本
人
が
意
思
決
定
す
る
こ
と

が
重
要
。

で
は
、
本
人
が
意
思
表
示
で
き

な
く
な
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
か
。

厚
生
労
働
省
は
「
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
、
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ

セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

A
C
P
を
盛
り
込
ん
だ
。

A
C
P
と
は
「
意
思
表
示
が
で

き
な
く
な
る
前
に
、
今
後
の
医
療
、

ケ
ア
に
関
す
る
意
向
に
つ
い
て
、
自

分
の
『
思
い
』
を
家
族
や
医
療
関
係

者
と
繰
り
返
し
話
し
合
う
取
り
組

み
」
の
こ
と
。

厚
生
労
働
省
は
こ
の
取
り
組
み

の
愛
称
を
「
人
生
会
議
」
と
決
定
し

た
。

高
齢
者
の
終
活
支
援
の
必
要
性

厚
生
労
働
省
が
普
及
啓
発
を

推
進
し
て
い
る
A
C
P
に
つ

い
て
、
本
町
で
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町長
平
成
30
年
10
月
、
福
寿
大

学
に
お
い
て
、
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
三
浦
久
幸
先

生
を
お
招
き
し
「
終
活
」
に
つ
い
て

講
演
会
を
実
施
し
た
。

「
終
活
」
に
多
く
の
方
か
ら
「
興

味
が
あ
る
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
町
内
の
看
護
職
な
ど
の
医
療

関
係
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
、

介
護
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
「
終

活
」
を
啓
発
す
る
た
め
の
、
本
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

と
し
て
「
わ
た
し
ノ
ー
ト
」
を
作
成

し
た
。

「
終
活
」
を
普
及
さ
せ
る
意

味
で
も
「
わ
た
し
ノ
ー
ト
」

を
、
広
く
町
民
の
方
も
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
役
場
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
な
ど
し
て
、

普
及
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

福
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、

広
報
誌
へ
の
掲
載
は
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
窓
口
へ

の
設
置
は
検
討
し
た
い
。

死
亡
に
伴
う
手
続
き
を
さ
れ
る

ご
遺
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

「
お
悔
や
み
窓
口
」
の
設
置

を
！

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
間
仕
切

り
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
設
定
コ
ー
ナ
ー
」
の
よ
う
な
形
式

の
「
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
設
置
の

考
え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
税
務
課
前
に
あ
る
多
目
的

室
を
、
死
亡
に
伴
う
手
続
き
に
み
え

た
方
の
対
応
に
活
用
す
る
考
え
は
あ

る
か
。経

「
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

と
明
記
し
た
こ
と
で
、
身

内
の
ご
不
幸
を
他
の
人
に
知
ら
せ
る

こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
辛
い
思
い

を
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
た
め「
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

と
、明
記
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る

の
で
は
な
く
、
ご
遺
族
の
様
子
を
見

な
が
ら
お
声
が
け
し
、
個
別
に
対
応

す
る
。
そ
の
中
で
必
要
な
方
に
は
税

務
課
前
の
多
目
的
室
を
ご
案
内
し
、

ご
遺
族
の
心
が
少
し
で
も
安
ら
ぐ
よ

う
に
対
応
す
る
。
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●わたしノートについて
わたしノートは、自分らしく生きるための終活を知ることを目的として、記入事項を絞った町独自のエン
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老
後
の
不
安
を
長
寿
の
喜
び
に
！
公
明
党
議
員
団

　
　
鳥
居　
美
和 

議
員
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個
人
情
報
は
閲
覧
以
外

利
用
す
る
な

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
梶
田　
進 

議
員

武
豊
町
は
こ
れ
ま
で
自
衛
隊
員

募
集
に
利
用
さ
れ
る
個
人
情
報
は
、

閲
覧
に
よ
る
提
供
を
し
て
き
た
が
、

２
０
２
０
年
度
は
閲
覧
で
は
な
く
、

当
局
が
紙
媒
体
で
名
簿
の
提
供
を

行
っ
た
。
紙
媒
体
で
提
供
す
る
こ
と

は
、
個
人
情
報
の
利
用
停
止
権
が
行

使
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
問
題
点
が

あ
り
中
止
を
求
め
た
。

閲
覧
で
の
問
題
点
の
有
無
は

こ
れ
ま
で
の
対
応
で
、
不
都

合
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。

総
こ
れ
ま
で
の
対
応
で
、
不

都
合
な
指
摘
は
な
か
っ

た
。

不
都
合
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い

の
に
な
ぜ
、
紙
媒
体
で
の
提
供

を
行
っ
た
の
か
。

総
自
衛
官
等
募
集
対
象
者
情

報
の
紙
媒
体
に
よ
る
情
報

提
供
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
情
報
提
供
数
は

こ
れ
ま
で
の
閲
覧
に
よ
る
情

報
提
供
者
数
と
、
今
年
度
の

紙
媒
体
に
よ
る
情
報
提
供
者
数
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

総
過
去
３
年
間
の
閲
覧
に
よ

る
情
報
提
供
数
は
、
18
歳

を
迎
え
る
男
性
が
対
象
で
、
平
成

29
年
度
２
３
１
人
、
平
成
30
年
度

２
１
７
人
、
令
和
元
年
度
１
９
８
人

で
あ
る
。

今
年
度
の
紙
媒
体
に
よ
る
情
報
提

供
数
は
、
18
歳
を
迎
え
る
男
女
合
計

４
７
２
人
、
22
歳
を
迎
え
る
男
女
合

計
５
２
２
人
で
あ
る
。

情
報
提
供
の
公
開
は

住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
「
閲

覧
」
と
「
紙
媒
体
等
」
で
情

報
提
供
し
た
場
合
の
情
報
公
開
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。

総
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る

「
閲
覧
」
の
場
合
は
、
法

の
規
定
に
よ
り
年
１
回
以
上
、
閲
覧

の
申
し
出
者
、
利
用
目
的
等
閲
覧
の

状
況
を
公
表
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
定
に
基
づ

き
、
広
報
紙
に
「
閲
覧
の
申
し
出

者
」
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

「
紙
媒
体
」
で
提
供
し
た
場
合
、

そ
の
提
供
情
報
に
つ
い
て
、
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
が
な
い
。

町
条
例
に
は
「
紙
媒
体
」
で

提
供
し
た
場
合
は
、
公
表
の

規
定
（
義
務
）
は
無
い
が
、
情
報
が

公
表
さ
れ
な
け
れ
ば
、
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
「
利
用
停
止
請
求
権
」

が
失
わ
れ
る
と
考
え
る
。
本
町
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

か
。

総
募
集
対
象
者
に
送
付
さ
れ

る
郵
送
物
に
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
法

的
説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
、
よ
り
慎
重
を
期
す
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
「
公
表
情

報
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

▲自衛官募集ポスター

●自衛官募集事務について
自衛隊法第 97 条には「都道府県知事及び市町村長は自衛官等の募集に関する事務の一部を行う」
とされています。自衛隊法施行令第 120 条には「防衛大臣は、自衛官又は自衛官候補生の募集に
関し必要があると認めるときは、都道府県知事又は市町村長に対し、必要な報告又は資料の提出を
求めることができる」と規定されています。


